


要約:極低出生体重児の予後の推移を知る目的で、1985 年と 1990 年に高槻病院に入院し

た極低出生体重児 70 例を対象に生存退院率および退院後の神経発達予後について検討し

た。生存退院率は 1985 年が 66%（21/32）、1990 年が 84%(32/38)と増加傾向であったが統

計学的な有意差は認められなかった。1 年以上追跡症例における脳性麻痺(CP:ただし独歩

不能)、精神発達遅滞(MR:IQorDQ＜70)、両眼失明、難聴、癲癇などを有する予後不良例は

1985 年が 13%（2/15)、1990年が 27%（7/26)と増加傾向であったが統計学的な有意差は認

められず、また CP 発症率も 1985 年が 13%(2/15)、1990 年が 15%（4/26〕と変動は認めら

れなかった。


